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大
介
護
時
代
の
到
来

阿
部　

洋
子　

議
員

問　

市
の
高
齢
化
率
は
26
％
を

超
え
、
間
違
い
な
く
超
高
齢
化

社
会
を
迎
え
る
。
平
成
22
年
度

に
全
国
自
治
体
を
対
象
に
行
わ

れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

家
族
介
護
者
の
４
人
に
１
人
が

男
性
。
男
性
介
護
者
の
実
態
と

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

市
独
自
で
ア

ン
ケ
ー
ト
は
実
施
し
て
い
な
い

が
、
男
性
介
護
者
は
３
割
程
度

だ
と
思
う
。
社
会
福
祉
協
議
会

で
行
う
介
護
者
の
集
い
、
家
族

の
集
い
、
男
性
講
座
な
ど
参
考

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

問　

男
性
介
護
者
が
社
会
か
ら

乖
離
し
な
い
よ
う
に
介
護
マ
ー

ク
が
全
国
に
普
及
し
、
市
で
も

配
布
が
始
ま
っ
た
。
今
後
、
男

性
介
護
者
に
対
し
て
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
考
え
る
が
。

高
齢
福
祉
課
長　

介
護
マ
ー
ク

は
男
性
介
護
者
を
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
。

男
性
は
家
事
も
慣
れ
て
い
な
い

問　

知
恵
、
工
夫
、
執
念
で
ヘ

ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
（
※
）
の
普

及
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。市
長
の
考
え
は
。

市
長　

取
手
に
住
む
全
て
の
人

が
健
康
を
志
向
す
る
生
活
習
慣

を
身
に
付
け
、
健
康
を
志
向
し

よ
う
と
思
っ
た
場
合
、
人
を
健

康
に
し
て
い
く
資
源
が
手
に
取

れ
る
と
こ
ろ
に
備
わ
っ
て
い
る

地
域
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

問　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
に
特
化
し
た

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
考
え
は
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
部
長　

健
康

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
展
開
を

図
る
こ
と
が
、
将
来
的
に
ウ
ェ

ル
ネ
ス
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
に
つ

な
が
る
。
今
は
底
辺
を
広
げ
て

い
く
段
階
。

問　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
思
想
を

根
本
に
す
る
と
、
自
転
車
に
注

目
し
た
環
境
づ
く
り
も
重
要
な

テ
ー
マ
と
考
え
る
が
。

ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
タ
ウ
ン

の
取
り
組
み
は
？

齋
藤　

久
代　

議
員

都
市
整
備
部
長　

西
口
の
駐
輪

場
の
中
で
は
、
一
時
預
か
り
だ

け
で
な
く
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も

考
え
て
い
る
。
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ

ラ
ザ
に
は
、
シ
ャ
ワ
ー
室
や
ロ

ッ
カ
ー
ル
ー
ム
の
設
置
も
考
え

て
い
る
。

問　

ポ
イ
ン
ト
制
度
な
ど
、
健

康
な
体
・
生
活
を
実
践
す
る
市

民
が
楽
し
ん
で
参
加
で
き
る
仕

組
み
を
実
施
し
て
は
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
部
長　

各
種

取
り
組
み
の
中
で
総
合
的
な
ポ

イ
ン
ト
制
度
が
で
き
れ
ば
、
ウ

ェ
ル
ネ
ス
に
対
し
て
、
か
な
り

市
民
の
関
心
も
高
ま
る
。
検
討

し
た
い
。

※
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
…
健
康

面
で
の
適
切
な
意
思
決
定
に
必

要
な
基
本
的
健
康
情
報
な
ど
を

調
べ
、
効
果
的
に
利
用
す
る
個

人
的
能
力

ウ
ェ
ル
ネ
ス
構
想
と

ス
ポ
ー
ツ

落
合　

信
太
郎　

議
員

問　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
介
護

予
防
、
健
康
増
進
の
効
果
は
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
ウ
ェ

ル
ネ
ス
構
想
に
含
ま
れ
る
。
構

想
の
中
で
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
位
置
付
け
と
、
今

後
の
支
援
の
在
り
方
を
伺
う
。

教
育
部
長　

総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
特
色
を
生
か
し
て
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
支
援
を
続
け

た
い
。

生
き
残
り
（
現
時
代

の
政
治
的
必
然
性
）

平　

由ゆ
う

子こ　

議
員

問　

お
金
は
、
資
本
主
義
の
体

の
内
部
を
流
れ
る
生
き
た
血
液

で
あ
る
。
不
平
等
、
失
業
等
で
、

こ
の
流
れ
が
止
ま
れ
ば
そ
の
体

は
死
ぬ
。
不
労
所
得
者
の
不
動

産
レ
ン
ト
（
収
益
）
等
で
終
わ

り
な
き
資
本
の
蓄
積
・
成
長
と
、

そ
れ
に
付
き
ま
と
う
格
差
。
今

日
、
国
と
資
本
と
が
か
つ
て
な

く
緊
密
で
あ
る
。
東
電
措
置
で

国
民
の
将
来
負
担
は
無
限
大
。 

東
電
職
員
は
前
年
度
巨
額
の
ボ

ー
ナ
ス
を
受
け
取
っ
た
。
人
々

は
資
産
を
失
い
、
甚
大
な
環
境

悪
化
、
生
活
水
準
の
下
落
に
耐

え
、
結
果
起
こ
る
騒
乱
に
、
政

治
的
弾
圧
、
警
察
の
暴
力
、
軍

事
統
制
が
想
像
さ
れ
る
。
キ
ャ

リ
ア
、
業
績
、
確
信
、
精
神
、

尊
厳
は
捨
て
ら
れ
た
。
ケ
イ
ン

ズ
が
救
済
の
対
象
と
し
た
の
は

労
働
者
階
級
で
、
上
層
階
級
で

は
な
い
。
政
治
的
必
要
性
か
ら

で
は
な
く
経
済
的
必
要
性
か
ら

だ
。
国
か
ら
権
限
が
移
譲
さ
れ

る
中
、
強
い
取
り
組
み
を
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
部
長　

県
内

で
水
戸
、
日
立
市
に
次
い
で
中

小
企
業
へ
の
融
資
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
産
業
振
興
の
観

点
か
ら
、
事
業
所
と
の
情
報
の

共
有
の
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

向原公園テニスコート（西）

議員は、市長などに対して、市の事務の状況や将来
の方針などを質問することができます。
この質問を「市政に関する一般質問」といいます。
今定例会では、22人の議員が一般質問をしました。
その状況について、ご紹介いたします。

一般質問

介護マーク

と
思
う
の
で
、家
族
で
は
な
く
、

男
性
介
護
者
に
視
点
を
置
か
な

く
て
な
ら
な
い
と
思
う
。

問　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
に
つ
い
て
、
市
職
員
に
も

拡
大
し
て
は
。

健
康
福
祉
部
長　

３
月
11
日
に

福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
、
３
月
14

日
に
藤
代
庁
舎
で
養
成
講
座
を

開
催
。
市
民
、
職
員
に
参
加
の

呼
び
掛
け
を
考
え
て
い
る
。

問　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
施
設
の
運
用
状
況
は
。

ス
ポ
ー
ツ
生
涯
学
習
課
長　

グ

リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

藤
代
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
小

中
学
校
の
体
育
館
・
武
道
場
・

校
庭
、
公
民
館
を
開
放
し
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

問　

統
廃
合
に
よ
る
学
校
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
も
引
き
続

き
検
討
し
て
い
る
か
。

答　

跡
地
利
用
が
決
定
す
る
ま

で
は
開
放
を
続
け
た
い
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
だ
い
ぶ

老
朽
化
し
て
い
る
。
向
原
公
園

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
改
修
要
望

も
出
て
い
る
。
財
政
の
厳
し
い

中
、
例
え
ば
料
金
の
見
直
し
で

要
望
に
応
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

建
設
部
長　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

修
繕
は
難
し
い
。
向
原
公
園
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
国
交
省
の

堤
防
工
事
で
公
園
の
一
部
が
買

収
さ
れ
る
予
定
の
た
め
、
そ
の

資
金
で
一
部
改
修
す
る
。
使
用

料
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。


